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なくなっている。それらの埋没個所は「（大脳）溝」（sulcus; p1.  sulci）、そして外側から見ることができ
る部分は「（脳）回」（gyrus; p1.  gyri）と呼ばれる（cf.〈図−３〉）。
（⒜：adapted fm. Crystal, 2007, p.172；⒝：adapted fm. Beaumont, 2008, p.29）












































（⒜：fm. Crystal, 2007, p.172；⒝：adapted fm. Gazzaniga et al., 2009, p.69）



































（adapted fm. Gazzaniga et al., 2009, p.69）
























































（fm. Gazzaniga et al., 2009, p.424）
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失文法失語においては名詞と動詞は比較的よく残されているものの、冠詞、接続詞、前置詞のような機能
語（function word）、そして文法的機能を果たす拘束形態素――たとえば drinking の “-ing” あるいは 
longer の “-er” ――は頻繁に省略される。その結果、失文法失語患者が産出する発話のほとんどは、文法
的に非常に単純な構造をした、たとえば以下のようなものになってしまう。
　　　 “Son … university … smart … boy … good … good …”





　　　 “The boy was hit by the girl. Who hit whom?” 
　　　（「男の子は女の子に叩かれました。だれがだれを叩きましたか。」）（fm. Gazzaniga et al., op. cit.）
という質問に対して、彼らは “Boy hit girl.”（「男の子が女の子を叩いた。」）と答えてしまう。
　また彼らは、調音器官をうまくコントロールできないために、“chrysanthemum” のような、多音節か
ら成る比較的長めの語を調査員が発音した直後に繰り返し発音するように求められると、“Chrysa … 









には、発症前に十分に発音練習したことがある、たとえば “It never rains but it pours.”（降れば必ず土砂



















　臨床医:　“What’s this for?” ［患者に金槌を見せる］
　患者:　　“Oh Boy!　That’s a … that’s a thingy for … thing for … for knocking things.”
　臨床医:　“Yes, but what is it?”
　患者:　　“It? I dunno … Umm … It’s a nisby thing though!”［一人で含み笑いする］
　臨床医:　“How about this?”［患者に一本の釘を見せる］
　患者:　　“That? Well, see you have those all over the place … In the doors, on the
　 　　 floors … everywhere’s got’em …”
　臨床医:　“What is it?”
　患者:　　“Mmm … See, I don’t really get there much see, so … you know, it’s kind
　 　　 of hard for me to spray …”
　臨床医:　［患者にその釘を手渡す］“Do you recognise it now?”
　患者:　　“Let’s see now … It’s sort of sharp, and long … could be a screw …”
　臨床医:　“Do you use this［再びその金槌を指さす］with that?”［その釘を指さす］
　患者:　　“Mmm. That’s a good one!［再び笑う］Let’s see now, a screw and a nail
　 　　 eh? Maybe in a toolboss … Yes! That’s it; they all go in the toolboss in
　 　　 the back of the shed you see. In the garden … the shed, in the toolboss.”
　　　　　　　　　　　　　　（adapted fm. Stirling & Elliott, 2008, pp.133−134）
It’s blowing, on the right, and er there’s four letters in it, and I think it begins with
a C … goes … when you start it then goes right up in the air … I would I would have
to keep racking my brain how I would spell that word … that flies, that that doesn’t












（adapted fm. Stirling & Elliot, 2008, p.9）
〈図−12〉：左半球の言語機能にかかわる主要構造






























であると考えられている（cf. Beaumont, 2008, p.144）。たとえばペンの絵を見せながら、その描かれた
物を何と言うか尋ねると、失名辞失語患者は
　　　　“Oh, right, one of those things you use for writing―not, a pencil―I have one right here.”
　　　　（「ああ、そう、書くために使う物の一つで…鉛筆じゃない…ここに一本持っているよ。」）
（fm. Obler & Gjerlow, 2008, p.44）
というようなことを言う。この例のように、産出される発話には回りくどい表現、意味性錯語――目標語
















さらに、「超皮質性／超シルヴィウス域性 運動失語」（transcortical/extrasylvian motor aphasia: TC/ES 




















































聴覚入力情報をＡに伝える経路に障害があると（＝７）皮質下性感覚失語（subcortical sensory aphasia : 
SSA）すなわち純粋語聾が、Ｍからの出力情報を運動器官に伝える経路が離断されると（＝５）皮質下性


















査（Boston Diagnostic Aphasia Examination: BDAE）にもとづくボストン分類法（Boston classification）





aphasia）などという失語の存在も考えられるかも知れない（cf. 波多野 et al., 2002, p.135）。
　これまで失語症に対しては、心理言語学、神経言語学、神経心理学などにおいて学問的関心が高く、複













とされている（cf. Ahlsén, 2006, p.11; 藤田・立石（編）, 2009, p.32）。後の古代ギリシャ時代から現
代にいたるまでの失語症研究の歴史については、前掲書（Ahlsén 2006, pp.11−33; 藤田・立石（編）, 




５）近年、CT や MRI などの診断装置を用いることによって、皮質下の病理にもとづく失語症の存在が解
明されるようになってきた（cf. 中村, 2006, pp.187−189）。
６）リヒトハイムの古典的言語処理モデルは、1960年代にアメリカの神経心理学者 Norman Geschwind 
（1926−1984）によって再び注目されるところとなり、そしてそれは「ヴェルニッケ・リヒトハイム・
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